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港区で発祥した物や事柄をご紹介する「はじめて物語」。今回は天文台のお話です。明治時代の麻布には現在の国立天

文台の前身となる、日本で最初の近代的な天文台「東京天文台」がありました。当時の様子はどんなものだったのでしょ

う。

 

東京天文台東京天文台東京天文台東京天文台のはじまりのはじまりのはじまりのはじまり

天文学の歴史は、月や星の動きをもとにした暦（カレンダー）の作成と深く結びついています。日本では暦の編さんは古く

から国家事業で、江戸時代には浅草に幕府の天文台が置かれ、ここで暦が作られていました。

明治時代に入ると、何度かの変遷を経て暦の作成は内務省地理局の、天体観測は海軍の管轄になります。明治7年、港

区の飯倉町3丁目（現在の麻布台2丁目付近）に海軍の観象台（天体や地磁気などの観測を行っていた施設）がつくられ

ました。また、明治11年には本郷の東京大学でも学生の実習用に観象台が置かれました。

やがて暦の作成と天体観測は再び統合されることになり、これらを担う機関として、明治21年、麻布の海軍観象台の跡に

「東京天文台」が誕生しました。東京天文台は東京大学の施設で、初代天文台長は星学科（＊1）教授の寺尾寿氏が兼任

しました。創立時の職員はわずか6名。海軍や地理局の望遠鏡を引き継いでスタートを切りました。

▲麻布時代の「東京天文台」。観測ドームの丸い

屋根は木製でした。

◆麻布の天文台で使用されていた「トロートン社製望

遠鏡」。日本の近代天文学の記念碑的な存在で、国の

重要文化財に指定されています。 

（国立科学博物館蔵）

初期初期初期初期のののの天文台天文台天文台天文台のののの仕事仕事仕事仕事



設立当初の東京天文台の主な仕事は、恒星の位置の測定や太陽・彗星の観測などでした。ま

た、天文台は明治時代の人々の生活にも重要な役割を果たしています。暦の作成はもちろんで

すが、時刻を報せる「報時」も創立当初からの東京天文台の仕事とされていました。陸軍が正午を

報せるために鳴らしていた大砲（「ドン」と呼ばれていました）の時刻合わせにはじまり、明治23年

からは有線による報時を行っていたそうです。

東京天文台は国内の近代天文学の先端機関として積極的に活動を続け、設備や人員も次第に

増えていきます。日本の天文学に大きな功績を残した木村栄氏や平山清次氏も、当時の東京天

文台に在籍していました。

 
▲明治期の子午環＊2 

（国立天文台蔵）

三鷹三鷹三鷹三鷹のののの国国国国立天文台立天文台立天文台立天文台へへへへ

明治後期になると麻布周辺の市街化が進み、天文台の観測環境は次第に悪くなっていきます。設備が増えて土地が足り

なくなったこともあり、東京天文台は10年計画で三鷹に移転をすることになりました。移転中の大正12年、関東大震災で麻

布の施設は大きな被害を受けてしまい、大正14年に東京天文台の観測拠点は完全に三鷹に移りました。

戦後、日本の天文学は大きく発展し、研究範囲も広がったことから東京大学付属の研究施設を国内外の研究者が共同利

用することになります。昭和63年に東京天文台は国内のいくつかの研究機関と合併し、現在の「国立天文台」になりまし

た。その後誕生したハワイの「すばる望遠鏡」も国立天文台の研究施設として活躍を続けています。

三鷹キャンパス（旧東京天文台）は国立天文台の本部としての役割を担っています。また、平成12年からは施設の一部を

常時公開し、国立天文台の研究成果や天文台の歴史を広く一般の人たちに伝える「開かれた天文台」になりました。キャ

ンパス内の展示資料や大正・昭和初期の観測施設が、訪れる人たちにかつての東京天文台の面影を垣間見せてくれま

す。

 
▲三鷹の国立天文台にある子午環ドーム。現在

は使用されていませんが、麻布時代から続けら

れていた星の子午線通過観測に欠かせない施

設でした。  
▲三鷹の国立天文台には歴史的に

貴重な建造物が残っています。これ

は大正10年に建設された「第一赤

道儀室」＊3 （観測ドーム）

 
▲大正15年建設の「大赤道儀室」

＊1 星学科：天文学を専攻して学ぶための学科。 

＊2 子午環（しごかん）：南北（子午）方向に動かせる望遠鏡。天体の子午線通過の時刻を測って、天体の精密な位置観測や、観測地点の経度

を求めたりするのに使われました。 

＊3 赤道儀室：赤道儀とは天体の日周運動に合わせて望遠鏡を動かせるように設計された架台。赤道儀室とは赤道儀が置いてある観測ドー

ムの呼び名です。
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東京天文台があった場所には現在、「日本経緯度原点」

があります。これは、測量の際の緯度と経度の基準とな

る点で、ここに東京天文台の「子午環」が置かれていまし

た。散歩の際に、ぜひ立ち寄ってみてください。

住所：港区麻布台2-18-1 

国立天文台のメインキャンパス。大正・昭和初期の観測施設をはじめとする一部施設を

常時公開しています。今春開設の「4D2Uシアター」では最新のデジタル技術で再現され

る天体現象を立体映像で観ることができます（予約制）。

住所：三鷹市大沢2-21-1 

TEL：0422-34-3600（代表） 

詳しくは http://www.nao.ac.jp/
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｜個人情報保護について [PDF]｜
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